
田
中
俊
郎
教
授
略
歴

一
九
四
六
年

三
月
八
日
、
田
中
數
男
・
民
子
の
参
男
と
し
て
鳥
取
県
米
子
市
に
生
ま
れ
る

一
九
五
八
年

三
月

京
都
市
立
日
彰
小
学
校
、
兵
庫
県
西
宮
市
立
甲
東
小
学
校
を
経
て
、
東
京
都
大
田
区
立
赤
松
小
学
校
卒
業

一
九
六
二
年

三
月

東
京
都
大
田
区
立
大
森
第
六
中
学
校
、
私
立
フ
ァ
ー
ズ
ダ
ウ
ン
・
ス
ク
ー
ル
（
英
国
サ
セ
ッ
ク
ス
州
リ
ト
ル
ハ

ン
プ
ト
ン
）
を
経
て
、
東
京
都
世
田
谷
区
立
北
沢
中
学
校
卒
業

一
九
六
五
年

三
月

東
京
都
立
新
宿
高
等
学
校
卒
業

一
九
六
九
年

三
月

慶
應
義
塾
大
学
法
学
部
政
治
学
科
卒
業

一
九
七
一
年

三
月

慶
應
義
塾
大
学
大
学
院
法
学
研
究
科
政
治
学
専
攻
修
士
課
程
修
了

一
九
七
一
年

四
月

慶
應
義
塾
大
学
法
学
部
助
手

一
九
七
三
年

二
月

米
国
タ
フ
ツ
大
学
フ
レ
ッ
チ
ャ
ー
・
ス
ク
ー
ル
・
オ
ブ
・
ロ
ー
・
ア
ン
ド
・
デ
ィ
プ
ロ
マ
シ
ー
訪
問
研
究
員

（
ア
ジ
ア
財
団
奨
学
生
、
一
九
七
五
年
三
月
ま
で
）

一
九
七
五
年

三
月

慶
應
義
塾
大
学
大
学
院
法
学
研
究
科
政
治
学
専
攻
博
士
課
程
単
位
満
了
退
学

一
九
七
五
年

四
月

慶
應
義
塾
大
学
法
学
部
専
任
講
師

一
九
七
九
年

四
月

慶
應
義
塾
大
学
法
学
部
助
教
授

一
九
七
九
年

九
月

英
国
サ
セ
ッ
ク
ス
大
学
研
究
生
（
ブ
リ
テ
ィ
ッ
シ
ュ
・
カ
ウ
ン
シ
ル
・
ス
カ
ラ
ー
、
一
九
八
〇
年
八
月
ま
で
）

一
九
八
一
年

一
〇
月

慶
應
義
塾
大
学
通
信
教
育
学
生
部
長
（
一
九
八
三
年
九
月
ま
で
）

田中俊郎教授略歴・主要業績

553



一
九
八
三
年

一
〇
月

慶
應
義
塾
大
学
学
生
部
副
部
長
（
三
田
支
部
、
一
九
八
五
年
三
月
ま
で
）

一
九
八
五
年

四
月

慶
應
義
塾
大
学
法
学
部
教
授
（
現
在
に
い
た
る
）

一
九
八
五
年

四
月

在
ベ
ル
ギ
ー
欧
州
共
同
体
日
本
政
府
代
表
部
専
門
調
査
員
（
外
務
省
に
出
向
、
一
九
八
七
年
二
月
ま
で
）

一
九
八
七
年

四
月

杏
林
大
学
社
会
科
学
部
非
常
勤
講
師
（
一
九
八
九
年
三
月
ま
で
）

一
九
八
九
年

一
〇
月

慶
應
義
塾
大
学
国
際
セ
ン
タ
ー
副
所
長
（
一
九
九
三
年
九
月
ま
で
）

一
九
九
〇
年

一
〇
月

東
京
大
学
教
養
学
部
非
常
勤
講
師
（
一
九
九
三
年
三
月
ま
で
）

一
九
九
二
年

九
月

慶
應
義
塾
女
子
高
等
学
校
非
常
勤
講
師
（
一
九
九
三
年
七
月
ま
で
）

一
九
九
三
年

四
月

杏
林
大
学
大
学
院
国
際
協
力
研
究
科
非
常
勤
講
師
（
一
九
九
五
年
三
月
ま
で
）

一
九
九
三
年

九
月

イ
タ
リ
ア
、
欧
州
大
学
院
（

E
U
I）
客
員
教
授
（
国
際
交
流
基
金
フ
ェ
ロ
ー
、
一
九
九
四
年
八
月
ま
で
）

一
九
九
五
年

一
〇
月

慶
應
義
塾
大
学
国
際
セ
ン
タ
ー
所
長
、
日
本
語
・
日
本
文
化
教
育
セ
ン
タ
ー
所
長
（
二
〇
〇
一
年
五
月
ま
で
）

二
〇
〇
一
年

四
月

慶
應
義
塾
大
学
英
国
ナ
ウ
ト
ン
コ
ー
ト
先
端
研
究
教
育
連
携
ス
ク
エ
ア
長
（
二
〇
〇
五
年
五
月
ま
で
）

二
〇
〇
一
年

五
月

学
校
法
人
慶
應
義
塾
常
任
理
事
（
三
田
会
・
国
際
交
流
・
広
報
・
育
林
事
業
担
当
、
二
〇
〇
五
年
五
月
ま
で
）

二
〇
〇
三
年

一
二
月

欧
州
委
員
会Jea

n
M
o
n
n
et

C
h
air

教
授
（
現
在
に
い
た
る
）

二
〇
〇
五
年

九
月

一
橋
大
学
大
学
院
法
学
研
究
科
・
国
際
公
共
政
策
教
育
部
非
常
勤
講
師
（
現
在
に
い
た
る
）

二
〇
〇
六
年

一
〇
月

魅
力
あ
る
大
学
院
教
育

イ
ニ
シ
ア
テ
ィ
ブ

グ
ロ
ー
バ
ル
化
時
代
の
政
治
学
総
合
研
究
拠
点
形
成
（

K
I

P
S）

拠
点
リ
ー
ダ
ー
（
二
〇
〇
八
年
三
月
ま
で
）

二
〇
〇
七
年

九
月

慶
應
義
塾
大
学
ジ
ャ
ン
・
モ
ネ

C
O
E
E
U研
究
セ
ン
タ
ー
長
（
二
〇
〇
八
年
一
一
月
ま
で
）

二
〇
〇
八
年

四
月

慶
應
義
塾
大
学
法
学
研
究
所
所
長
（
現
在
に
い
た
る
）

二
〇
〇
八
年

一
二
月

E
U
S
I
in

T
O
K
Y
O（

E
Uス
タ
デ
ィ
ー
ズ
・
イ
ン
ス
テ
ィ
チ
ュ
ー
ト
）
所
長
（
現
在
に
い
た
る
）

二
〇
一
〇
年

六
月

グ
ロ
ー
バ
ル

C
O
E

市
民
社
会
に
お
け
る
ガ
バ
ナ
ン
ス
教
育
研
究
拠
点
形
成
（

C
G
C
S）

拠
点
リ
ー

ダ
ー
（
現
在
に
い
た
る
）
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学
会
活
動
・
社
会
活
動

一
九
八
〇
年

一
一
月

日
本

E
C／

E
U学
会
設
立
時
か
ら
理
事
（
現
在
に
い
た
る
）

日
本

E
U学
会
理
事
長
（
二
〇
〇
二
年
一
一
月
│
二
〇
〇
四
年
一
一
月
ま
で
）

一
九
九
二
年

一
〇
月

日
本
国
際
政
治
学
会
理
事
（
二
〇
〇
四
年
一
〇
月
ま
で
）

日
本
国
際
政
治
学
会
監
事
（
二
〇
〇
四
年
一
一
月
│
二
〇
〇
八
年
一
〇
月
ま
で
）

一
九
九
四
年

E
C
S
A│

W
O
R
L
D（
世
界

E
C学
会
）
副
会
長
（
一
九
九
六
年
ま
で
）

二
〇
〇
二
年

A
d
visor

y
M
e
m
b
er

（
現
在
に
い
た
る
）

二
〇
〇
三
年

一
〇
月

日
本
政
治
学
会
理
事
（
二
〇
〇
五
年
一
〇
月
ま
で
）

二
〇
〇
四
年

九
月

E
U
S
A│

A
P（
ア
ジ
ア
太
平
洋

E
U学
会
）
会
長
（
二
〇
〇
六
年
一
二
月
ま
で
）

二
〇
〇
四
年

九
月

発
行
人
（
二
〇
〇
六
年
一
二
月
ま
で
）

同
誌A

d
visor

y
B
o
ard

M
e
m
b
er

（
二
〇
〇
七
年
一
月
│
現
在
に
い
た
る
）

二
〇
〇
六
年

E
U
i
S

(
E
U
Stu

dies
in

A
sia)

A
d
visor

y
B
o
ard

M
e
m
b
er

（
現
在
に
い
た
る
）

二
〇
〇
八
年

四
月

静
岡
県
立
大
学
広
域
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
研
究
セ
ン
タ
ー
客
員
研
究
員
（
現
在
に
い
た
る
）

二
〇
〇
九
年

一
〇
月

国
際
法
学
会
評
議
員
（
現
在
に
い
た
る
）

二
〇
〇
九
年

Y
o
n
sei‐

S
E
R
I(

S
a
m
s
u
n
g

E
co

n
o
m
ic

R
ese

arc
h
In
stitute)

E
U
セ
ン
タ
ーA

d
visor

y
B
o
ard

M
e
m
b
er

（
現
在
に
い
た
る
）

│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
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一
九
八
三
年

四
月

慶
應
義
塾
体
育
会
所
属
団
体
ホ
ワ
イ
ト
ベ
ア
ー
・
ア
イ
ス
ホ
ッ
ケ
ー
部
部
長
（
一
九
九
二
年
三
月
ま
で
）

一
九
八
四
年

四
月

財
団
法
人
大
内
山
塾
評
議
員
（
一
九
九
八
年
三
月
ま
で
）

一
九
九
二
年

四
月

慶
應
義
塾
体
育
会
ソ
ッ
カ
ー
部
部
長
（
現
在
に
い
た
る
）

社
団
法
人
関
東
学
生
サ
ッ
カ
ー
連
盟
評
議
員
（
現
在
に
い
た
る
）

一
九
九
六
年

三
月

財
団
法
人
日
本
国
際
教
育
協
会
私
費
外
国
人
留
学
生
統
一
試
験
委
員
会
委
員
（
一
九
九
八
年
三
月
ま
で
）

一
九
九
八
年

一
月

財
団
法
人
日
本
国
際
教
育
協
会
日
本
留
学
生
試
験
委
員
会
委
員
（
一
九
九
八
年
三
月
ま
で
）

一
九
九
八
年

六
月

社
団
法
人
日
本
私
立
大
学
連
合
会
国
際
交
流
委
員
会
委
員
（
二
〇
〇
五
年
五
月
ま
で
）

二
〇
〇
〇
年

四
月

財
団
法
人
岩
國
財
団
評
議
員
（
二
〇
一
〇
年
三
月
ま
で
）

二
〇
〇
一
年

八
月

独
立
国
家
行
政
法
人
日
本
国
際
教
育
協
会
理
事
（
二
〇
〇
五
年
八
月
ま
で
）

二
〇
〇
一
年

一
〇
月

財
団
法
人
福
澤
記
念
育
林
会
理
事
長
（
二
〇
〇
六
年
六
月
ま
で
）

財
団
法
人
福
澤
記
念
育
林
会
名
誉
顧
問
（
二
〇
〇
六
年
六
月
、
現
在
に
い
た
る
）

二
〇
〇
二
年

七
月

独
立
国
家
行
政
法
人
大
学
評
価
・
学
位
授
与
機
構
大
学
評
価
委
員
会
委
員
（
二
〇
〇
四
年
七
月
ま
で
）

二
〇
〇
三
年

三
月

日

E
U産
業
協
力
セ
ン
タ
ー
管
理
委
員
会
委
員
（
現
在
に
い
た
る
）

二
〇
〇
五
年

七
月

財
団
法
人
吉
田
育
英
会
評
議
員
（
二
〇
〇
八
年
二
月
ま
で
）

財
団
法
人
吉
田
育
英
会
理
事
（
二
〇
〇
八
年
二
月
、
現
在
に
い
た
る
）

二
〇
〇
六
年

一
二
月

財
団
法
人
大
学
基
準
協
会
大
学
評
価
委
員
会
委
員
（
二
〇
〇
八
年
三
月
ま
で
）

二
〇
〇
八
年

七
月

編
集
委
員
会
委
員
（
二
〇
一
〇
年
三
月
ま
で
）

二
〇
〇
九
年

四
月

慶
應
義
塾
大
学
福
利
厚
生
団
体
国
際
関
係
会
（

I
I
R）
顧
問
（
現
在
に
い
た
る
）

二
〇
〇
九
年

六
月

財
団
法
人
・
公
益
財
団
法
人
国
連
大
学
協
会
理
事
（
現
在
に
い
た
る
）

二
〇
一
〇
年

六
月

慶
應
あ
る
び
お
ん
く
ら
ぶ
顧
問
（
現
在
に
い
た
る
）
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田
中
俊
郎
教
授
主
要
業
績

〔
著

書
〕

E
C統
合
と
日
本
│
ポ
ス
ト
一
九
九
二
年
に
向
け
て

（
編
著
）

日
本
貿
易
振
興
会

一
九
九
一
年

E
C統
合
・
欧
州
連
合
入
門

（
藤
原
豊
司
氏
と
共
著
）

東
洋
経
済
新
報
社

一
九
九
二
年

欧
州
連
合
（

E
U）
五
億
人
の
市
場
│

E
Uは
北
へ
東
へ
南
へ
拡
大
す
る

（
藤
原
豊
司
氏
と
共
著
）
東
洋
経
済
新
報
社

一
九
九
五
年

（
小
屋
逸
樹
氏
と
共
編
）

第
三
書
房

一
九
九
六
年

な
ぜ
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
と
手
を
結
ぶ
の
か
│

日
・
欧

新
時
代
の
選
択

（
中
西
輝
政
・
中
井
康
朗
・
金
子
譲
氏
と
共
著
）

三
田
出
版
会

一
九
九
六
年

成
熟
時
代
の
日
米
論
争

（
薬
師
寺
泰
蔵
・
添
谷
芳
秀
・
吉
野
直
行
・
田
村
次
朗
氏
と
共
編
著
）
慶
應
義
塾
大
学
出
版
会

一
九
九
六
年

(
C
o‐

e
ditor

w
ith

P
rof.

T
a
k
as
hi

In
o
g
u
c
hi)

T
h
e
U
nite

d
N
atio

n
s
U
niv

ersity

一
九
九
七
年

（
猪
口
孝
氏
と
共
編
）

神
奈
川
学
術
研
究
交
流
財
団

一
九
九
七
年

E
Uの
政
治

岩
波
書
店

一
九
九
八
年

E
U入
門
│
誕
生
か
ら
、
政
治
・
法
律
・
経
済
ま
で

（
島
野
卓
爾
・
岡
村
堯
氏
と
共
編
著
）

有
斐
閣

二
〇
〇
〇
年

E
Uと
市
民

（
庄
司
克
宏
氏
と
共
編
著
）

慶
應
義
塾
大
学
出
版
会

二
〇
〇
五
年
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(
C
o‐

e
ditor

w
ith

M
r.

Z
ain

al
M
a
nta

h
a)

A
sia‐

E
u
ro

p
e
F
o
u
n
d
atio

n
a
n
d
K
eio

U
niv

ersity

二
〇
〇
五
年

バ
ン
ジ
ャ
マ
ン
・
ア
ン
ジ
ェ
ル
＆
ジ
ャ
ッ
ク
・
ラ
フ
ィ
ッ
ト
著

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
統
合
│
歴
史
的
大
実
験
の
展
望

（
監
修
）

創
元
社

二
〇
〇
五
年

E
Uの
軌
跡
と
ベ
ク
ト
ル
│
ト
ラ
ン
ス
ナ
シ
ョ
ナ
ル
な
政
治
社
会
秩
序
形
成
へ
の
模
索

（
庄
司
克
宏
氏
と
共
編
著
）

慶
應
義
塾
大
学
出
版
会

二
〇
〇
六
年

E
Uの
国
際
政
治
│
域
内
政
治
秩
序
と
対
外
関
係
の
動
態

（
小
久
保
康
之
・
鶴
岡
路
人
氏
と
共
編
著
）

慶
應
義
塾
大
学
出
版
会

二
〇
〇
七
年

E
Uの
ガ
ヴ
ァ
ナ
ン
ス
と
政
策
形
成

（
庄
司
克
宏
・
浅
見
政
江
氏
と
共
編
）

慶
應
義
塾
大
学
出
版
会

二
〇
〇
九
年

〔
翻

訳
〕

外
交
の
体
系
分
析

（

J・

W・
バ
ー
ト
ン
著

内
山
正
熊
研
究
会
訳
）

鹿
島
研
究
所
出
版
会

一
九
七
〇
年

ア
ジ
ア
・
太
平
洋
地
域
に
お
け
る
繁
栄
の
新
時
代
へ
向
け
て

（
朴
忠
勲
著
）

三
田
評
論

第
八
四
五
号

一
九
八
四
年

再
録

ア
ジ
ア
と
日
本
│
近
代
化
へ
の
道
と
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
を
求
め
て

（
慶
應
国
際
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
編
集
委
員
会
編
、
共
訳
）

勁
草
書
房

一
九
八
五
年

文
化
の
国
際
関
係
│
国
際
交
流
の
歴
史
・
組
織
・
活
動

（

J・

M・
ミ
ッ
チ
ェ
ル
著
）

三
嶺
書
房

一
九
九
〇
年

冷
戦
後
の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ

（
ウ
ィ
リ
ア
ム
・
ウ
ォ
ー
レ
ス
著
）

世
界

第
五
六
三
号

一
九
九
二
年

E
C統
一
を
英
・
独
は
ど
う
見
る
か

（
エ
ミ
ー
ル
・
キ
ル
ヒ
ナ
ー
著
）

世
界

第
五
六
三
号

一
九
九
二
年

E
C・
日
本
関
係
│
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
を
求
め
て

（
ブ
ラ
イ
ア
ン
・
ブ
リ
ッ
ジ
ス
著
、
菅
陽
子
氏
と
共
訳
）

（

N
o.
2

）
日
本
国
際
問
題
研
究
所

一
九
九
二
年
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統
一
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
へ
の
道
│
シ
ャ
ル
ル
マ
ー
ニ
ュ
か
ら

E
C統
合
へ

（
デ
レ
ッ
ク
・
ヒ
ー
タ
ー
著
、
監
訳
）
岩
波
書
店

一
九
九
四
年

市
民
権
と
は
何
か

（
デ
レ
ッ
ク
・
ヒ
ー
タ
ー
著
、
関
根
政
美
氏
と
共
訳
）

岩
波
書
店

二
〇
〇
二
年

E
Uの
日
本
と
の
戦
略
的
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ

（
ハ
ビ
エ
ル
・
ソ
ラ
ー
ナ
著
、
下
斗
米
美
哉
氏
と
の
共
訳
）

法
学
研
究

第
七
九
巻
第
五
号

二
〇
〇
六
年

〔
論
文
・
論
説
〕

イ
ギ
リ
ス
の
国
内
政
治

国
際
時
評

第
一
二
二
号

一
九
七
五
年

シ
ュ
ー
マ
ン
・
プ
ラ
ン
を
め
ぐ
る
英
国
の
政
治
過
程
│
英
仏
交
渉
を
中
心
に
し
て

（
一
）、（
二
）

法
学
研
究

第
四
八
巻
第
七
号
、
第
八
号

一
九
七
五
年

B
ritis

h
A
ttitu

d
es

to
w
ards

th
e
S
c
h
u
m
a
n
Pla

n:
M
a
y‐

J
u
n
e19

5
0
"

,
N
o.
2

一
九
七
六
年

欧
州
共
同
体
加
盟
問
題
と
英
国
の
世
論

（
一
）、（
二
）

法
学
研
究

第
五
〇
巻
第
一
〇
号
、
第
一
一
号

一
九
七
七
年

E
Cの
動
向
（
一
九
七
五
年
）

国
際
年
報

第
一
七
巻

一
九
七
九
年

欧
州
共
同
体
加
盟
を
め
ぐ
る
英
国
の
世
論

第
二
回
日
本

E
C研
究
者
大
会
の
記
録

（
慶
應
義
塾
大
学

E
C研
究
会
）

一
九
七
九
年

欧
州
統
合
の
理
念
と
そ
の
歴
史
的
発
展
│
欧
州
共
同
体
の
歩
み

、

E
Cの
拡
大

細
谷
千
博
・
南
義
清
編

欧
州
共
同
体
（

E
C）
の
研
究
│
政
治
力
学
の
分
析

（
新
有
堂
）

一
九
八
〇
年

E
C加
盟
国
の
政
治
協
力
│

欧
州
と
ア
ラ
ブ
と
の
対
話

を
事
例
と
し
て

法
学
研
究

第
五
四
巻
第
三
号
（
遠
峰
四
郎
教
授
退
職
記
念
論
文
集
）
一
九
八
一
年

英
国
の
欧
州
共
同
体
加
盟
に
と
も
な
う
ホ
ワ
イ
ト
ホ
ー
ル
の
対
応

石
川
忠
雄
教
授
還
暦
記
念
論
文
集
編
集
委
員
会
編

現
代
中
国
と
世
界
│
そ
の
政
治
的
展
開

（
慶
應
通
信
）

一
九
八
二
年
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E
Cの
動
向
（
一
九
七
八
年
）

国
際
年
報

第
二
〇
巻

一
九
八
二
年

一
九
八
〇
年
五
月
三
〇
日
の
妥
協

│

E
Cの
パ
ッ
ケ
ー
ジ
・
デ
ィ
ー
ル
の
一
事
例

法
学
研
究

第
五
五
巻
第
六
号

一
九
八
二
年

E
C加
盟
国
の
政
治
協
力
│
そ
の
一
〇
年
の
歩
み

日
本

E
C学
会
年
報

第
二
号

一
九
八
二
年

ウ
ェ
ス
ト
ミ
ン
ス
タ
ー
と
欧
州
共
同
体

法
学
研
究

第
五
六
巻
第
三
号
（
内
山
正
熊
教
授
退
職
記
念
論
文
集
）

一
九
八
三
年

国
内
利
益
集
団
と
欧
州
共
同
体
│
英
国
の
場
合

慶
應
義
塾
創
立
一
二
五
年
記
念
論
文
集

法
学
部
政
治
学
関
係

（
慶
應
通
信
）

一
九
八
三
年

E
u
ro‐

Ja
p
a
n
ese

P
olitical

C
o
o
p
eratio

n:
In

S
e
arc

h
for

N
e
w

R
oles

in
Inter

n
atio

n
al

P
olitics"

,
N
o.
5

一
九
八
四
年

再
録

E
u
ro‐

Ja
p
a
n
ese

P
olitical

C
o
o
p
eratio

n:
In

S
earc

h
for

N
e
w

R
oles

in
Inter

n
atio

n
al

P
olitics"

in
Jiu

n‐
h
a
n
T
sa
o
a
n
d
C
h
e
n
g‐

w
e
n
T
sai(

e
ds.),

,
(

T
aip

ei:
T
h
e
A
sia

a
n
d

W
orld

In
stitute)

一
九
八
四
年

E
Cの
危
機
は
一
時
的
現
象

世
界
週
報

四
月
一
〇
日

一
九
八
四
年

国
内
利
益
集
団
の

欧
州
化

│

E
Cの
共
通
漁
業
政
策
と
英
国
の
漁
業
団
体
を
事
例
と
し
て

国
際
政
治

第
七
七
号
（
国
際
統
合
の
研
究
）

一
九
八
四
年

E
Cの
動
向
（
一
九
七
九
│
八
〇
年
）

国
際
年
報

第
二
一
巻

一
九
八
五
年

欧
州
連
合

実
現
へ
踏
み
出
す
│

E
Cの
機
構
改
革
を
め
ぐ
っ
て

世
界
週
報

第
六
六
巻
第
三
二
号

一
九
八
五
年

E
Cの
機
構
改
革
と
そ
の
課
題

国
際
問
題

第
三
〇
八
号

一
九
八
五
年

Ja
p
a
n‐

E
C
R
elatio

n
s:

A
ctu

al
P
ro

ble
m
s
a
n
d
H
o
w
to

T
ac

kle
T
h
e
m"

(
U
trec

ht),
M
a
art

一
九
八
六
年

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
と
冷
戦

小
此
木
政
夫
・
赤
木
完
爾
編

冷
戦
期
の
国
際
政
治
（
神
谷
不
二
教
授
還
暦
記
念
論
文
集
）
（
慶
應
通
信
）

一
九
八
七
年
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つ
い
に
発
効
し
た
単
一
欧
州
議
定
書
│
統
合
達
成
へ
の
新
し
い
法
的
枠
組
み

月
刊

E
Cジ
ャ
ー
ナ
ル

第
一
一
八
号

一
九
八
七
年

E
Cの
動
向
（
一
九
八
一
│
八
二
年
）

国
際
年
報

第
二
二
巻

一
九
八
八
年

E
Cの
政
治
と
対
外
関
係

三
田
評
論

第
八
九
〇
号

一
九
八
八
年

T
h
e
E
C
Inte

g
ratio

n‐
P
rocess:

A
Ja
p
a
n
ese

V
ie

w"

法
学
研
究

第
六
一
巻
第
五
号
（
法
学
部
政
治
学
科
開
設
九
十
周
年
記
念
論
文
集
）

一
九
八
八
年

単
一
欧
州
議
定
書
と
欧
州
統
合

明
治
大
学
法
学
部
資
料
セ
ン
タ
ー
、
研
究
・
講
演
資
料
集

第
一
五
号

一
九
八
八
年

単
一
欧
州
議
定
書
と
域
内
市
場

国
際
問
題

第
三
四
〇
号

一
九
八
八
年

E
C域
内
市
場
統
合
と
そ
の
国
際
的
影
響

外
交
時
報

第
一
二
五
二
号

一
九
八
八
年

E
Cの
政
治
潮
流

租
税
研
究

第
四
六
九
号

一
九
八
八
年

E
C市
場
統
合
の
経
緯
と
現
状

A
T
I
S（
技
術
情
報
サ
ー
ビ
ス
懇
談
会
）

E
C問
題
リ
ポ
ー
ト
刊
行
会
編

一
九
九
二
年

E
C市
場
統
合
の
日
本
製
造
業
へ
の

影
響

（

E
C問
題
リ
ポ
ー
ト
刊
行
会
）

一
九
八
九
年

T
h
e
E
u
ro

p
ea

n
C
o
m
m
u
nity

a
n
d
Ja
p
a
n:

C
o
u
ntd

o
w
n
to1

99
2
"

,
V
ol.3,

N
o.
2

一
九
九
〇
年

E
C

一
九
九
二
年

の
域
外
へ
の
イ
ン
パ
ク
ト

法
学
研
究

第
六
三
巻
第
二
号
（
中
澤
精
次
郎
先
生
追
悼
号
）

一
九
九
〇
年

東
欧
革
命
と

E
C統
合
│
日
本
は
何
を
な
す
べ
き
か

世
界

第
五
三
九
号

一
九
九
〇
年

欧
州
連
合
と
単
一
欧
州
議
定
書

国
際
政
治

第
九
四
号
（
政
治
統
合
に
向
か
う

E
C）
一
九
九
〇
年

ド
イ
ツ
統
一
と

E
C統
合

三
色
旗

第
五
〇
七
号

一
九
九
〇
年

E
Cは
な
ぜ
市
場
統
合
を
必
要
と
し
て
い
る
の
か

ジ
ュ
リ
ス
ト

第
九
六
一
号

一
九
九
〇
年

欧
州
の
動
き

日
本
経
済
調
査
協
議
会
編

国
際
的
枠
組
み
の
再
構
築
│
世
界
の
新
潮
流
と
日
本
の
役
割

（
日
本
経
済
調
査
協
議
会
）
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一
九
九
〇
年

ド
イ
ツ
統
一
と

E
C統
合

行
政
管
理
研
究
セ
ン
タ
ー
調
査
研
究
部
編

E
C対
外
関
係
の
新
展
開

（
行
政
管
理
研
究
セ
ン
タ
ー
）

一
九
九
〇
年

英
・
仏
と
ア
フ
リ
カ
（
平
林
正
司
氏
と
共
著
）

小
田
英
郎
編

ア
フ
リ
カ
の
政
治
と
国
際
関
係
（
ア
フ
リ
カ
の
二
一
世
紀
3
）
（
勁
草
書
房
）

一
九
九
一
年

E
Cの
対
ロ
シ
ア
・
中
欧
・
東
欧
政
策

日
本

E
C学
会
年
報

第
一
一
号

一
九
九
一
年

二
一
世
紀
に
は
単
一
通
貨
実
現
も

、

E
C新
時
代
の
理
想
と
行
方

二
一
世
紀
へ
の
日
本
・
全
予
兆

（
学
習
研
究
社
）

一
九
九
一
年

完
成

、

深
化

、

拡
大

に
向
か
う

E
C

三
色
旗

第
五
二
六
号

一
九
九
二
年

E
C統
合

は
世
界
を
ど
う
変
え
る
か
│
ア
メ
リ
カ
、
東
欧
、
日
本
の
対
応
が
注
目
さ
れ
る
こ
れ
だ
け
の
理
由

潮

第
三
九
四
号

一
九
九
二
年

E
C統
合
と
国
家
主
権行

政
管
理
研
究
セ
ン
タ
ー
調
査
研
究
部
編

E
C統
合
と
東
欧
政
策

（
行
政
管
理
研
究
セ
ン
タ
ー
）

一
九
九
二
年

E
C1
9
92

a
n
d
Ja
p
a
n:

O
p
p
ortu

nity
for

C
o
o
p
eratio

n"
法
学
研
究

第
六
五
巻
第
二
号
（
神
谷
不
二
教
授
退
職
記
念
論
文
集
）

一
九
九
二
年

市
場
統
合
か
ら
政
治
同
盟
へ
│

E
Cの
タ
ー
ゲ
ッ
ト
は
何
か

ダ
カ
ー
ポ

第
二
四
七
号

一
九
九
二
年

国
際
機
構
に
つ
い
て
考
察
す
る
諸
前
提

日
本
経
済
調
査
協
議
会
編

国
際
機
構
の
現
状
と
問
題
点

（
日
本
経
済
調
査
協
議
会
）

一
九
九
二
年

欧
州
（

E
C統
合
）

通
商
産
業
研
究
所

九
〇
年
代
の
世
界
シ
ナ
リ
オ
に
関
す
る
調
査
研
究

（
通
商
産
業
研
究
所
）

一
九
九
二
年

問
い
直
さ
れ
る
〝
ボ
ー
ダ
レ
ス

の
意
味

経
済
往
来

第
四
四
巻
第
八
号

一
九
九
二
年

噴
出
し
た
〝
見
え
ぬ

も
の
へ
の
不
安

経
済
往
来

第
四
四
巻
第
一
一
号

一
九
九
二
年
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新
し
い
世
界
シ
ス
テ
ム
に
お
け
る
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
役
割

、

E
C統
合
の
現
状
と
課
題

大
蔵
省
財
政
金
融
研
究
所
・
社
団
法
人
研
究
情
報
基
金
内
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
研
究
会
編

二
一
世
紀
へ
の
ビ
ジ
ョ
ン
、
新
生
ヨ
ー
ロ
ッ

パ
展
望
、
新
秩
序
に
お
け
る
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
役
割

（
大
蔵
省
財
政
金
融
研
究
所
・
社
団
法
人
研
究
情
報
基
金
内
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
研

究
会
）

一
九
九
二
年

E
C統
合
と
日
本

交
詢
雑
誌

第
三
四
七
号

一
九
九
二
年

E
C統
合
を
見
る
眼

電
通
総
研
編

E
C統
合
と
新
ヨ
ー
ロ
ッ
パ

（
岩
波
書
店
）

一
九
九
三
年

欧
州
統
合
と
日
仏
関
係

日
本
国
際
問
題
研
究
所
編

E
C統
合
の
展
望

（
日
本
国
際
問
題
研
究
所
）

一
九
九
三
年

欧
州
連
合
に
向
か
っ
て
│

E
C委
員
会
、
欧
州
議
会
、
加
盟
国
間
の
政
治

日
本
政
治
学
会
年
報

一
九
九
三
年

新
欧
州
と
日
本

デ
ー
タ
パ
ル
九
三
│
九
四

（
小
学
館
）

一
九
九
三
年

E
C統
合
の
現
状
と
そ
の
行
方
│
マ
ー
ス
ト
リ
ヒ
ト
条
約
を
中
心
と
し
て

日
本
海
運
倶
楽
部
講
演
集

第
二
七
七
号

一
九
九
三
年

E
Cの
拡
大
│
ど
こ
ま
で
が
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
か

三
色
旗

第
五
四
三
号

一
九
九
三
年

第
四
次
拡
大
に
向
か
う
欧
州
連
合

国
際
問
題

第
四
〇
九
号

一
九
九
四
年

E
P
C
in

W
orld

S
ociety:

T
h
e
Pictu

re
fro

m
Ja
p
a
n"

法
学
研
究

第
六
八
巻
第
二
号
（
太
田
俊
太
郎
教
授
退
職
記
念
論
文
集
）

一
九
九
四
年

再
録

E
P
C
in

W
orld

S
ociety:

T
h
e
Pictu

re
fro

m
Ja
p
a
n"

,
Ja
p
a
n
ese

Stu
dies

U
nit7

(
H
o
n
g
K
o
n
g:

T
h
e
O
p
e
n
U
niv

ersity
of

H
o
n
g
K
o
n
g)

一
九
九
五
年

対
外
関
係

大
西
健
夫
・
岸
上
慎
太
郎
編

E
U│
政
策
と
理
念

、
早
稲
田
大
学
出
版
部

一
九
九
五
年

欧
州
連
合
（

E
U）
の
対
ア
ジ
ア
政
策

法
学
研
究

第
六
八
巻
第
一
一
号
（
松
本
三
郎
教
授
退
職
記
念
論
文
集
）

一
九
九
五
年

欧
州
連
合
（

E
U）
の
対
ア
ジ
ア
政
策
│
欧
州
委
員
会
の
文
書
を
中
心
に
し
て

II
P
S
P
olic

y
P
a
p
er

一
四
五

J（
世
界
平
和
研
究
所
）

一
九
九
五
年

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
統
合
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歴
史
学
研
究
会
編

講
座
世
界
史

第
11
巻
（
岐
路
に
立
つ
現
代
世
界
│
混
沌
を
恐
れ
る
な
）（
東
京
大
学
出
版
会
）

一
九
九
六
年

Ja
p
a
n
a
n
d
th

e
E
u
ro

p
e
a
n
U
nio

n:
P
ast,

P
rese

nt
a
n
d
F
utu

re"

日
本
国
際
問
題
研
究
所
編

欧
州
の
拡
大
に
係
わ
る
課
題
と
日
欧
関
係

（
日
本
国
際
問
題
研
究
所
）

一
九
九
五
年

E
U統
合
の
現
状
と
課
題

現
代
政
策
研
究
会

日
本
の
課
題
と
選
択

研
究
委
員
会
第
五
四
回
、
一
九
九
六
年

T
h
e
S
a
n
ctio

n
s
a
g
ain

st
C
hin

a
after

th
e
T
ia
n
a
n
m
e
n
S
q
u
are

In
cid

e
nt:

P
olitics

interv
e
n
e
in

E
co

n
o
m
ics?"

,
N
o.
9

一
九
九
七
年

再
録

T
h
e
S
a
n
ctio

n
s
a
g
ain

st
C
hin

a
after

th
e
T
ia
n
a
n
m
e
n
S
q
u
are

In
cid

e
nt:

P
olitics

interv
e
n
e
in

E
co

n
o
m
ics?"

directe
d
b
y
S
u
sa

n
Stra

n
g
e,

(
Flore

n
ce:

T
h
e
R
o
b
ert

S
c
h
u
m
a
n
C
e
ntre,

E
u
ro

p
e
a
n
U
niv

ersity
In
stitute)

一
九
九
七
年

A
S
E
M（
ア
ジ
ア
欧
州
会
合
）
│
新
し
い
対
話
の
誕
生

日
本

E
U学
会
年
報

第
一
七
号

一
九
九
七
年

ア
ジ
ア
・
欧
州
関
係
の
新
展
開
│

A
S
E
Mの
誕
生
と
発
展

添
谷
芳
秀
・
赤
木
完
爾
編

冷
戦
後
の
国
際
政
治
│
実
践
・
政
策
・
理
論
（
慶
應
義
塾
大
学
法
学
部
政
治
学
科
開
設
百
年
記
念
出

版
）
（
慶
應
義
塾
大
学
出
版
会
）

一
九
九
八
年

E
Uの
対
南
部
ア
フ
リ
カ
政
策
│
ロ
メ
協
定
を
中
心
に
し
て

法
学
研
究

第
七
一
巻
第
一
号
（
小
田
英
郎
教
授
退
職
記
念
論
文
集
）

一
九
九
八
年

E
Uの

東

へ
の
拡
大

海
外
事
情

第
四
六
巻
第
一
一
号

一
九
九
八
年

国
際
政
治
に
お
け
る
地
域
主
義
│
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
と
ア
ジ
ア
を
結
ぶ
視
点

添
谷
芳
秀
編

二
一
世
紀
国
際
政
治
の
展
望
（
慶
應
義
塾
大
学
法
学
部
政
治
学
科
開
設
百
年
記
念
講
座
）
（
慶
應
義
塾
大
学
出
版

会
）

一
九
九
九
年

A
sia‐

E
u
ro

p
e
R
elatio

n
s:

T
h
e
Birth

a
n
d
D
e
v
elo

p
m
e
nt

of
A
S
E
M"

,
N
o.
1
0

一
九
九
九
年

ユ
ー
ロ
の
登
場
と

E
U統
合
の
現
実

現
代
政
策
研
究
会

日
本
の
課
題
と
選
択

研
究
委
員
会
第
七
六
回

一
九
九
九
年
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ユ
ー
ロ
の
発
足
と
今
後
の

E
U統
合
の
展
望
│
単
一
通
貨
圏
成
立
の
政
治
経
済
分
析

国
際
問
題

第
四
七
一
号

一
九
九
九
年

深
化

と

拡
大

を
図
る
欧
州
連
合

新
防
衛
論
集

第
二
七
巻
第
一
号

一
九
九
九
年

E
U統
合
の
現
状
と
展
望
│
拡
大
と
深
化
の
視
点
か
ら

尾
崎
行
雄
記
念
財
団

討
論
集
会

第
一
四
五
号

一
九
九
九
年

ユ
ー
ロ
発
足
と

E
Uの
政
治
シ
ス
テ
ム
構
築
│

E
U統
合
の
政
治
学
に
よ
る
考
察世

界
経
済
評
論

第
四
三
巻
第
一
二
号

一
九
九
九
年

一
九
九
〇
年
代
に
お
け
る
日
本
・

E
U関
係
の
発
展
│
期
待
と
懸
念

法
学
研
究

第
七
三
巻
第
一
号
（
池
井
優
教
授
退
職
記
念
論
文
集
）

二
〇
〇
〇
年

E
U統
合
の
現
状
と
展
望
│
拡
大
と
深
化
の
視
点
か
ら

経
済
研
究
所
年
報

（
成
城
大
学
）
第
一
三
号

二
〇
〇
〇
年

日
本
と
英
国

国
際
交
流

第
八
八
号

二
〇
〇
〇
年

E
U拡
大
の
見
通
し

海
外
事
情

第
四
八
巻
第
一
一
号

二
〇
〇
〇
年

E
Uと
イ
ギ
リ
ス

細
谷
千
博
・
長
尾
悟
編

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
統
合

（
有
信
堂
）

二
〇
〇
〇
年

E
Uの
地
域
主
義
外
交
│

A
S
E
M（
ア
ジ
ア
欧
州
会
合
）
プ
ロ
セ
ス
を
中
心
に
し
て

国
際
問
題

第
四
九
四
号

二
〇
〇
一
年

G
er

m
a
n
y
a
n
d
R
e
gio

n
al
Inte

g
ratio

n:
A
p
pro

ac
h,

A
c
hie

v
e
m
e
nts

a
n
d
D
eficie

n
cies"

,
N
o.
1
1

二
〇
〇
一
年

展
望
二
〇
〇
二
年
│

E
Uの
拡
大
・
深
化
の
画
期
的
な
年
に

世
界
週
報

第
八
三
巻
三
号

二
〇
〇
二
年

九
・
一
一
事
件
と
欧
州
政
治
統
合

海
外
事
情

第
五
〇
巻
一
号

二
〇
〇
二
年

Italy
in

th
e
E
u
ro

p
e
a
n
U
nio

n
a
n
d
Italy

for
Ja
p
a
n"

法
学
研
究

第
七
五
巻
第
一
号
（
山
田
辰
雄
教
授
退
職
記
念
論
文
集
）

二
〇
〇
二
年

統
一
ド
イ
ツ
と
欧
州
統
合

国
際
問
題

第
五
〇
九
号

二
〇
〇
二
年

欧
州
憲
法
条
約
草
案
採
択
へ
の
道

海
外
事
情

第
五
一
巻
一
〇
号

二
〇
〇
三
年

P
eace

a
n
d
R
eco

n
ciliatio

n
b
et

w
e
e
n
F
ra

n
ce

a
n
d
G
er

m
a
n
y
after

th
e
S
eco

n
d

W
orld

W
ar"
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,
N
o.
2

二
〇
〇
四
年

E
U統
合
の
現
状
と
展
望

村
本
孜
編

グ
ロ
ー
バ
リ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
と
地
域
経
済
統
合

（
蒼
天
社
）

二
〇
〇
四
年

E
U統
合
の
現
状
と
展
望

金
沢
星
陵
大
学
論
集

第
二
八
巻
二
号

二
〇
〇
四
年

E
U統
合
と
民
主
主
義
│
市
民
意
識
を
中
心
に

海
外
事
情

第
五
三
巻
第
二
号

二
〇
〇
五
年

F
ro

m
th

e
C
o
n
v
e
ntio

n
th
ro

u
g
h
th

e
I
G
C
to

th
e
E
u
ro

p
e
a
n
C
o
n
stitutio

n
al

T
re
aty"

日
本

E
U学
会
年
報

第
二
五
号

二
〇
〇
五
年

拡
大

E
Uは
危
機
か
?

世
界
経
済
時
報

第
一
四
八
号

二
〇
〇
五
年

E
U統
合
と
市
民

N
O
M
O
S
（
関
西
大
学
法
学
研
究
所
）
第
一
七
号

二
〇
〇
五
年

欧
州
憲
法
条
約
不
成
立
の
背
景
と
展
望
│

ユ
ー
ロ
バ
ロ
メ
ー
タ
ー

に
み
る
市
民
の
声海

外
事
情

第
五
四
巻
第
二
号

二
〇
〇
六
年

欧
州
と
は
何
か

外
交
フ
ォ
ー
ラ
ム

第
二
一
四
号

二
〇
〇
六
年

欧
州
憲
法
条
約
の
現
状
と
展
望

海
外
事
情

第
五
五
巻
六
号

二
〇
〇
七
年

E
U統
合
の
軌
跡
と
ベ
ク
ト
ル

日
本

E
U学
会
年
報

第
二
七
号

二
〇
〇
七
年

C
ast

in
A
m
erica'

s
S
h
a
d
o
w:

P
erce

ptio
n
s
of

th
e
E
U
in

Ja
p
a
n"

w
ith

Eijiro
F
u
k
ui

a
n
d
Jessica

B
ain

in
M
artin

H
olla

n
d,

P
eter

R
y
a
n,

A
lojz

y
Z.

N
o
w
a
k
a
n
d
N
atalia

C
h
a
b
a
n(

e
ds.),

(
Sin

g
a‑

p
ore:

A
sia‐

E
u
ro

p
e
F
o
u
n
d
atio

n
a
n
d

W
arsa

w:
U
niv

ersity
of

W
arsa

w)

二
〇
〇
七
年

ロ
ー
マ
条
約
か
ら
リ
ス
ボ
ン
条
約
ま
で

海
外
事
情

第
五
六
巻
第
四
号

二
〇
〇
八
年

E
U・
国
家
・
市
民

三
色
旗

第
七
二
五
号

二
〇
〇
八
年

A
sia

n(
A
S
E
A
N
plu

s
T
h
re
e)

P
erce

ptio
n
s
o
n
E
u
ro

p
e
a
n
Inte

g
ratio

n"
in

P
hilo

m
e
n
a
M
u
rra

y(
e
d.),

(
L
o
n
d
o
n:

P
alg

ra
v
e
M
ac

m
illa

n)
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二
〇
〇
八
年

T
h
e
L
a
n
dsca

p
e
of

E
u
ro

p
e
a
n
Stu

dies
T
e
ac

hin
g
in

A
sia

a
n
d
w
ith

a
P
artic

ular
F
oc

u
s
o
n
Ja
p
a
n"

w
ith

Silviu
Jora

in
M
artin

H
olla

n
d,

Silviu
Jora

a
n
d
P
eter

R
y
a
n(

e
ds.),

(
Sin

g
a
p
ore:

A
sia‐

E
u
ro

p
e
F
o
u
n
d
atio

n,
E
U
In
stitute

in
Ja
p
a
n,

K
a
n
sai

a
n
d
N
atio

n
al

C
e
ntre

for
R
ese

arc
h
o
n
E
u
ro

p
e,

U
niv

ersity
of

C
a
nterb

u
r
y)

二
〇
〇
八
年

T
h
e
F
o
u
r
D
ile

m
m
as

of
th

e
E
u
ro

p
ea

n
U
nio

n"
in

D
ai

Bin
g
ra

n
a
n
d

Jia
n

J
u
n
b
o
(
e
ds.),

(
B
a
d
e
n‐

B
a
d
e
n:

N
o
m
os

V
erlar

g
s
g
esellsc

h
aft)

二
〇
〇
八
年

リ
ス
ボ
ン
条
約
と
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
│
世
論
調
査
に
み
る
市
民
の
声

慶
應
義
塾
大
学
法
学
部
編

慶
應
義
塾
創
立
一
五
〇
年
記
念
法
学
部
論
文
集

慶
應
の
政
治
学

国
際
政
治

（
慶
應
義
塾
大
学

出
版
会
）

二
〇
〇
八
年

E
Uの
安
全
保
障
政
策
（

E
S
D
P）
と
世
論

法
学
研
究

第
八
二
巻
第
一
号
（
森
征
一
教
授
退
職
記
念
論
文
集
）
二
〇
〇
九
年

F
oc

u
s
o
n
A
sia"

,
V
ol.3

6,
N
o.3

二
〇
〇
九
年

ア
イ
ル
ラ
ン
ド
と
リ
ス
ボ
ン
条
約

海
外
事
情

第
五
七
巻
第
九
号

二
〇
〇
九
年

Elites
a
n
d
Citize

n
s
in

E
u
ro

p
ea

n
Inte

g
ratio

n"

法
学
研
究

第
八
三
巻
第
三
号
（
薬
師
寺
泰
蔵
教
授
退
職
記
念
論
文
集
）

二
〇
一
〇
年

Fin
din

g
Ja
p
a
n'
s
W
a
y
in

th
e
W
orld"

,
V
ol.37,

N
o.2

二
〇
一
〇
年

Sta
g
n
atio

n
a
n
d
Inte

g
ratio

n
in

E
u
ro

p
e"

,
N
o.
1
01

二
〇
一
〇
年
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〔
座
談
会
・
対
談
〕

い
ま
西
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
何
が
│
近
代
日
本
の
精
神
的
原
点
を
検
証
す
る

（
木
村
尚
三
郎
・
加
藤
タ
キ
氏
と
と
も
に
）

三
井
グ
ロ
ー
バ
ル
ア
イ

第
一
九
号
、
二
〇
号

一
九
八
七
年

ド
イ
ツ
統
一
と
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
行
方

（
藤
高
明
・
倉
田
保
雄
・
松
井
弘
明
氏
と
と
も
に
）

三
田
評
論

第
九
一
四
号

一
九
九
〇
年

激
動
す
る
欧
州
経
済
│
解
体
す
る
東
欧
、
統
合
す
る
西
欧

（
天
谷
直
弘
・
西
村
厚
・
西
村
可
明
氏
と
と
も
に
）

読
売
新
聞

六
月
一
八
日

一
九
九
〇
年

C
S
C
Eを
終
え
て

（
鴨
武
彦
・
佐
瀬
昌
盛
氏
と
と
も
に
）

読
売
新
聞

一
一
月
二
四
日

一
九
九
〇
年

不
戦
の
欧
州
│
パ
リ
憲
章
を
め
ぐ
っ
て

（
松
井
弘
明
・
松
浦
毅
・
宝
利
尚
一
氏
と
と
も
に
）

三
田
評
論

第
九
二
三
号

一
九
九
一
年

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
│
国
境
な
き
地
図
の
提
示

（
岩
島
久
夫
氏
と
と
も
に
）

O
n
th

e
Lin

e

第
四
巻
第
九
号

一
九
九
二
年

一
九
九
二
年

E
C市
場
統
合
と
日
欧
関
係

（
小
島
明
氏
と
と
も
に
）

N
I
R
A政
策
研
究

第
五
巻
第
五
号

一
九
九
二
年

一
九
九
三
年

世
界
経
済
は
ど
う
な
る

（
井
上
宗
迪
・
石
井
一
生
氏
と
と
も
に
）

ジ
ェ
ト
ロ
セ
ン
サ
ー

第
四
九
七
号

一
九
九
三
年

E
Uの
試
み
か
ら
日
本
が
学
ぶ
こ
と

（
佐
々
江
賢
一
郎
・
実
哲
也
氏
と
と
も
に
）

外
交
フ
ォ
ー
ラ
ム

第
一
六
八
号

二
〇
〇
二
年

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
過
去
・
現
在
・
未
来

（
中
村
雅
治
・

J

C・
オ
ロ
リ
ュ
シ
ュ
・
小
林
章
夫
・
川
崎
健
氏
と
と
も
に
）

ソ
フ
ィ
ア

第
五
二
巻
第
二
号

二
〇
〇
三
年

拡
大
す
る

E
Uは
ど
こ
に
向
か
う
の
か

（
林
秀
毅
・
嘉
治
佐
保
子
・
庄
司
克
宏
氏
と
と
も
に
）

三
田
評
論

第
一
〇
七
九
号

二
〇
〇
四
年

東
ア
ジ
ア
共
同
体
形
成
に
向
け
て

E
Uか
ら
学
ぶ
こ
と
│
ジ
ャ
ン
・
モ
ネ
の
経
験
を
ア
ジ
ア
に
生
か
す
に
は

（
近
藤
健
彦
氏
と
と
も

に
）

V
O
I
C
E

第
七
四
号

二
〇
〇
六
年
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〔
書
評
・
紹
介
〕

R
o
b
ert

J.
Lie

b
er,

(
U
niv

ersity
of

C
alifor‑

nia
P
ress,

1
97
0)

法
学
研
究

第
四
五
巻
第
一
一
号

一
九
七
二
年

S・

D・
カ
ー
テ
ッ
ツ
（
鹿
島
平
和
研
究
所
訳
）

外
交
を
通
ず
る
平
和
の
探
求

（
鹿
島
研
究
所
出
版
会
、
一
九
七
二
年
）

法
学
研
究

第
四
六
巻
第
三
号

一
九
七
三
年

R
o
g
er

M
or
g
a
n,

(
C
a
prico

n
B
o
o
k
s,

1
9
73)

法
学
研
究

第
四
八
巻
第
八
号

一
九
八
〇
年

黒
神
聰

一
九
五
三
・
三
・
一
〇

欧
州
共
同
体
構
想
│

E
C政
治
統
合
の
一
つ
の
指
標

（
成
文
堂
、
一
九
八
一
年
）

法
学
研
究

第
五
四
巻
第
一
一
号

一
九
八
一
年

日
本

E
U学
会
年
報

第
四
号
（

E
Uの
国
際
関
係
）

月
間

E
Cジ
ャ
ー
ナ
ル

第
九
七
号

一
九
八
四
年

新
著
余
滴
│

欧
州
連
合
│
五
億
人
の
市
場

三
田
評
論

第
九
七
二
号

一
九
九
五
年

新
著
紹
介
│

E
Uの
政
治

三
色
旗

第
六
〇
四
号

一
九
九
八
年

新
著
紹
介
│

E
U入
門
│
誕
生
か
ら
、
政
治
・
法
律
・
経
済
ま
で

三
色
旗

第
六
三
〇
号

二
〇
〇
〇
年

植
田
隆
子
編

E
Uと
ア
ジ
ア

（
勁
草
書
房
、
二
〇
〇
二
年
）

国
際
法
外
交
雑
誌

第
一
〇
三
巻
第
一
号

二
〇
〇
五
年

〔
資
料
〕

外
交
学
文
献
目
録

（
慶
應
義
塾
大
学
外
交
学
研
究
グ
ル
ー
プ
│
内
山
正
熊
・
石
川
一
雄
・
山
川
征
和
・
林
猛
雄
氏
と
と
も
に
）

法
学
研
究

第
四
六
巻
第
一
〇
号

一
九
七
三
年

主
要
文
献
目
録
（
国
際
政
治
・
外
交
史
）

昭
和
五
一
年
度
、
昭
和
五
二
年
度
、
昭
和
五
三
年
度
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国
際
法
外
交
雑
誌

第
七
六
巻
第
二
号
、
第
七
七
巻
第
一
号
、
第
七
八
巻
第
一
│
二
号
、
一
九
七
七
│
七
九
年

西
洋
外
交
史
│
基
本
文
献
（
塾
生
書
架
）

三
色
旗

第
三
七
七
号

一
九
七
九
年

内
山
正
熊
教
授

著
作
目
録

法
学
研
究

第
五
六
巻
第
三
号

一
九
八
三
年

〔
辞
典
・
事
典
〕

日
本
外
交
史
辞
典

（
外
務
省
外
交
史
料
館
日
本
外
交
史
辞
典
編
集
委
員
会
編
、
大
蔵
省
印
刷
局
、
一
九
七
九
年
）、

国
際
政
治
経
済
辞

典

（
東
京
書
籍
、
一
九
九
三
年
、
改
訂
版

二
〇
〇
三
年
）、

世
界
民
族
問
題
辞
典

（
平
凡
社
、
一
九
九
五
年
）、

世
界
大
百
科
事
典

（

C
D│

R
O
M版
）
（
平
凡
社
、
一
九
九
八
年
）、
【
対
日
関
係
】
を
知
る
事
典

（
平
凡
社
、
二
〇
〇
一
年
、
改
訂
版
二
〇
〇
七
年
）、

国
際
政
治
事
典

（
弘
文
堂
、
二
〇
〇
五
年
）
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